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■「学校における著作権教育ア
ンケート調査」報告書完成
学校現場における著作権教育
全般に対する認識、指導・運営
面での実態などを把握し、今後
の著作権思想の普及啓発活動に
反映させることを目的に、標記
調査が実施され、このほど報告
書が完成した。
〈調査内容〉
「教員の意識」「教育指導」「学
校運営」「教員研修」「文化庁の
情報」の５つのカテゴリーに分
類して調査を実施した。
〈調査対象〉
無作為抽出による、全国国立・
公立・私立の小・中・高等学
校・特殊教育諸学校約4,000校
〈調査期間〉
平成16年６月20日～７月30日
〈調査結果〉
調査を担当した（社）日本教育

工学振興会のホームページにて
公開中。http://www.japet.or.jp/
index.cfm/4,1013,58,html

■松下教育研究財団「第31回
（平成17年度）実践研究助成」
ならびに「第12回（平成17年
度）研究開発助成」募集開始
（財）松下教育研究財団では、
さまざまな視聴覚・情報通信メ
ディアを効果的に活用し、教育
課題の改善に取り組む実践的な
研究を行う団体に対して実践研
究助成の募集を行う。
また、視聴覚教育振興の一層
の促進を期待し、「視聴覚メデ
ィアを活用してより豊かな人間
性を育成する」研究や「新しい
メディア活用の方向性を示唆す
る」研究等、独創的な研究開発
活動への支援を行うべく研究
開発助成の募集も行う。
『第31回（平成17年度）実践研究

助成』
○助成金額・件数
助成金40万円×60件
○応募締め切り
平成17年1月31日（月）
『第12回（平成17年度）研究開発
助成』
○特定課題
下記特定課題のいずれかのテー
マに沿って研究に取り組むこと。
①「豊かな心の育成のために、
情報通信機器やネットワークを
有効に活かす実践的な研究」
②「大学・教育センター（カリ
キュラム開発・教育支援・研修
など）におけるWebの活用研究」
③「コミュニケーション能力を育
てる大学等高等教育機関間ネッ
トワーク・e-Learningの活用研究」
○助成金額・件数
１件あたり100万円×15件
○応募締め切り
平成17年１月31日（月）
＊上記２助成の応募資格・応募
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要項・申請書の請求等について
は、下記の問い合わせ先まで。
〈問い合わせ先〉
（財）松下教育研究財団
〒105-0001 東京都港区虎ノ門
1-14-1 郵政互助会琴平ビル5Ｆ
TEL 03-5521-6100
http://www.mef.or.jp/
■「第3回全国こども科学映像
祭」表彰式及び上映会開催
（財）日本科学映像協会、（独）
科学技術振興機構、（財）ニュ
ーテクノロジー振興財団の主催
による標記映像祭の参加作品の
中から、文部科学大臣賞、優秀
作品賞等がこのほど決定し、下
記により、表彰式および受賞作
品の上映会が開催される。
〈開催日時〉
平成17年１月９日（日）10：00
〈会場〉
日本科学未来館みらいCANホー
ル他（東京都江東区青海2-41）
〈問い合わせ先〉

（財）日本科学映像協会
〒105-0001東京都港区虎ノ門1-
17-3 第12森ビル8Ｆ
TEL 03-3504-1625
FAX 03-3504-1626
http://kaeikyo.net/
■子どものための最新ワークシ
ョップの博覧会！「ワークショ
ップコレクション2005」開催
いろいろなモノ作りを通して
子どもたちの創造力を育てるこ
とや、さまざまな分野からの専門
家の参加と交流の機会を創出し、
ワークショップに関わる人々、関
心を持つ人々の連携の輪を広げ
ることを目的に、特定非営利活
動法人CANVASの主催による標
記ワークショップが開催される。
〈開催日時〉
平成17年1月22日（土）
13：00～17：00
平成17年1月23日（日）
11：00～17：00
両日ともに最終入場は16：00

〈会場〉
日本科学未来館（東京都江東区
青海2-41）
〈各種ワークショップ〉
「ZOZOキッズCG『ワォ！へん
し～ん』」
自分をデジカメで撮影して、２
次元そして３次元CGの不思議
な世界を体験する。
「『逆転時間』を楽しもう！」
小型ムービーカメラとパソコン
を使ってアイデアと工夫による
「逆転時間」を作りだす。
「つなぐ・つながる・みんなで
話せる糸でんわ　自分が声にな
っちゃう等身大糸でんわ」
紙コップと糸というシンプルな
素材を使ってつながる楽しさを
体験する。他
〈参加費〉
無料
〈問い合わせ先〉
CANVAS事務局
〒105-0012 東京都港区芝大

ブックレビュー

Book Review
「授業の基礎としての
インストラクショナル
デザイン」

赤堀侃司著 （財）日本視聴覚教育協会
2004年12月刊　A５判　256頁
1470円

本コーナーで著者の書評をさ
せていただくのは、これが２度
目である。ちょうど１年前「解
決思考で学校が変わる―確かな
学力の基礎にあるもの―」とい
う書を紹介させていただいた。
著者の教育観や教育哲学を知る
上で参考になる。
今回の書には、それに基づく
具体的な授業設計論が展開され
ている。巻頭に記されたとおり、
本書は大学や大学院のテキスト
を想定して、授業デザインの基
礎的な内容について述べたもの
である。なぜインストラクショ
ナルデザインなのかという問い
に対する答えは、前書を読むこ
とによって明らかになろう。ぜ
ひ併読をお勧めする。
第七章「ｅラーニングへの展
開」では、インストラクショナ
ルデザインがｅラーニングの教

育設計手法としてなぜ注目され
るのか、その理由がわかりやす
く述べられている。本書のいわ
ば目玉とも呼ぶべき章である。
ニーズ分析、目標設定、シス
テム設計、授業の展開、教授方
略、そしてｅラーニングと論が
展開されていくのだが、となれ
ば評価論についても触れてほし
かった。さらには、インストラ
クショナルデザインの良し悪し
をどのように考えるのかも知り
たいところである。この点につ
いては著者の次書が待たれる。
なお、本書は日本視聴覚教育
協会が視聴覚教育選書として出
版したものである。関係者が長
いこと待ち望んでいたシリーズ
であり、本書を皮切りに視聴覚
教育に関わる良書が、復刻版等
も含め、今後続々と出版される
ことを期待する。 （多田元樹）
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門1-4-14 芝栄太楼ビル5Ｆ
TEL 03-6403-4675
FAX 03-6403-4658
http://www.canvas.ws/wsc2005

■ 「教育におけるメディア活
用と著作権について」公開講演
会開催
インターネットで提供される
教育用コンテンツやｅラーニング
コースの開発が各方面で積極的
に行われる昨今、危惧されるこ
とは著作権問題であることから、
（独）メディア教育開発センター
では、標記講演会を開催する。
〈開催日時〉
平成17年１月28日（金）
14：00～16：00
〈会場〉
（独）メディア教育開発センター
制作棟ホール
〈内容〉
講演：「教育におけるメディア

活用と著作権について」久保田
裕氏（（独）メディア教育開発
センター特任教授・（社）コン
ピュータソフトウェア著作権協
会事務局長）
質疑応答：会場から著作物を使
用・利用の場面について質問を
受け、講師と質疑応答を行う。
〈参加申し込み〉
平成17年１月21日（金）まで
に下記URLより申し込む。参加
費無料。定員150名。
http://www.nime.ac.jp/c2004/
〈問い合わせ先〉
（独）メディア教育開発センター
〒261-0014 千葉市美浜区若
葉2-12
TEL 043-276-1111
FAX 043-298-3472
http://www.nime.ac.jp/
■「平成16年度第51回東京都
小学校視聴覚教育研究大会」開催
東京都小学校視聴覚教育研究
会では、「意欲を高め、確かな

学力を育成する視聴覚教育の創
造」を大会主題とし、標記研究
発表会を開催する。
〈開催日時〉
平成17年２月４日（金）
13：45～16：15
〈会場〉
東京都江戸川区立鹿骨小学校
（東京都江戸川区鹿骨6-3-5）
〈内容〉
公開授業：１～６年の各学年で
実施
全体会：研究発表、講演等
〈問い合わせ先〉
東京都葛飾区立水元小学校
古川和彦校長
TEL 03-3607-0201
FAX 03-5699-1465

■岩浪伊一氏（元東京都教育委
員会社会教育主事、元全国視聴
覚教育連盟専門委員）が、11月
22日ご逝去された。享年76歳。

研究会情報

訃　　報

ブックレビュー

Book Review
「放送メディア研究」

日本放送協会放送文化研究所編
2004年６月刊　A５判　207頁
1890円

デジタル時代を迎えて、テレ
ビ放送が果たす公共的な役割は
何か、という問題について、さ
まざまな角度から述べたもので
ある。児童・生徒は今でも余暇
の最大の時間をテレビ視聴に費
やしており、教師もテレビ放送
の公共性の議論は避けて通れな
い問題であろう。斎藤氏が「メ
ディアと公共性をめぐって」で
主張する、放送メディアは「利
益集約の政治」のためだけでは
なく、理由を吟味し合う時間の
継続をもつ「熟議の政治」にも
必要である、とのことは、考え
る教育を目指す教師には理論的
な意味づけを与えてくれるであ
ろう。阿部氏が「コミュニケーシ
ョンとしての『放送の公共性』の
意義」において、テレビ放送は
教育基本法の改正のようなナシ
ョナルな公共性への動きに対し

て、自由・平等なコミュニケー
ションを生み出す「媒介」の装
置であると述べていることは、
今の教育状況で悩める教師に道
標を示すものとなるであろう。
原・米倉両氏の「現代のメディ
ア空間とテレビの位置」での、テ
レビ視聴は分散化し、さらに複合
化しているメディア環境の中で
行われている、という調査結果
を読むことで、自分の接する児
童・生徒のテレビ視聴について
新しい目で見ることの大切さを
実感させられよう。松本氏は「市
民によるメディアアクセスの可
能性」でテレビの公共的な役割
への実現に向けた児童生徒の試
みについて紹介する。発信！マ
イスクール、イラク対話プロジェ
クト、真陽たんけん隊などの紹介
は、教員なら無視することができ
ない実践であろう。（和田正人）


